
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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類似団体平均

姫路市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
財政力指数：類似団体平均を上回っているものの、個人市民税や固定資産税等の収入が減少する一方、標準
的な行政を行うために必要な経費が増大しているため、年々低下傾向にある。今後とも、行財政構造改革のさら
なる推進による経費節減・合理化を積極的に行い、健全な財政運営に努める。

経常収支比率：類似団体平均を下回っているものの、税収が伸び悩む中で、社会福祉費などの増加により平成
16年度には3.9ﾎﾟｲﾝﾄ上昇した。今後とも、積極的な行財政構造改革による経常的経費の削減に努める。

起債制限比率：類似団体平均を下回っており、今後とも将来の財政運営に影響を及ぼさぬよう、税等一般財源
の伸びを見ながら適正な市債の借り入れに努める。

人口１人当たり地方債残高：類似団体平均を下回っており、今後とも適正な市債の借り入れに努める。

ラスパイレス指数：初任給基準が高水準であることや55歳昇給停止措置導入の遅れ等により類似団体平均を上
回っている。平成18年度より給与構造改革の制度を導入し、給料水準の引下げ、枠外昇給制度の廃止、55歳昇
給抑制措置の導入を行うほか、引き続き初任給基準の見直しに取り組む。

人口1,000人当り職員数：類似団体平均を下回っており、H17.4.1～H22.4.1までの定員管理について「姫路市行政
システム改革プラン」において純減300人以上を数値目標として掲げている。この目標達成のため、事務事業の
見直し、職員個々の業務領域の拡大、ｱｳﾄｿｰｼﾞﾝｸﾞの推進、多様な任用制度の活用に積極的に取り組んでいく。


